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1.　我 々は騒音下 におい て，どのような栄養 源を摂取

乙 たら，騒音によるストレスが緩 和できるかを知るた め

祀実験を行なってい る。

第１報ではベルの刺激によって副腎のビタミンＣが減

少することが明らかになった。し かし ながら，音の質に

つ いては検討 されてい ない ので， その点を明らかにする

こ とと，音のストレスによって前報で測定し たビタミン

｡以外にパントテン酸 の含量が どのよ うに変化するかを知

るこ とを実験の目的 とし た。

2.　幼白鼠16匹を固形飼料で一 週間飼育し たのち，之

を２群に分け，各群 とも飼料･を除き水のみを与え た。実

験 群 に対し ては，曝露，騒音にホワイトノイズを95ホ ー

ンに調節し ，騒音を ５分曝露し,   5分休む操作を４時間

反覆曝露し た。４時間後直ちに潟血し て殺し ，肝臓，副

腎 を摘出して重量を秤 り，パントテン酸，総ビタ ミンＣ

を測定し た。騒音の基礎実験 とし て, I 秒間に500 サイ

クル,2,000 サイ クル の音を前記同条件で曝露し た時 の臓

器 の重量，肝臓中のパントテン酸を測定し た。

3.　その結果，副腎は対 照に比べて実験群は肥大し ，

サイ クル数 の違い では， 差は見られなかった。肝臓も実

験群 で肥 大の傾向にあった。 肝臓中のパントテン酸含量

は実験群 で減少し てい た。 １秒間に500 サイ クル, 2,000

サイ クル とを比較 すると2,000 サイ クル曝露の方が肝臓

中のパントテン酸含量の減少が大であった。


